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　　　Aquestionnaire　was 　carried 　out 　in　order 　to　investigate　the　complications 　of　aller−

gic　diseases，
　the　lifestyles　and 　use 　of 　medicinc 　of 　patients　having　Japanese　cedar

pollinosis．　A 　total　of 　290　complete 　replies　were 　obtained ．

　　　More 　than 　half　of 　the　patients　having　Japanese　cedar 　pollinosis　had　various 　related

allergic 　diseases，　and 　the 　rate 　from 　the 　onset 　 of 　OAS （oral　allergy 　 syndrome ） was

about 　lO％．　Those 　patients　who 　had　two 　or 　more 　allergic 　diseases　exhibited 　a 　higher

rate 　from　the　onset 　of 　OAS ．

　　　About 　79．4％ of 　the 　patients　used 　and 　followed　information　from 　the 　mass 　media ，

such 　as 　television，　Also，190　patients　who 　were 　at　68．3％ answered 　that 　infbrmation

about 　pollen　was 　usefuL

　　　It　should 　also 　be　noted 　that　almost 　all　of　the　patients　spent 　time 　outdoors 　during

the　pollen　scattering 　term ，　and 　their　use 　of　masks 　and 　glasses　was 　low．

　　　Sufficient　measures 　against 　pollen　were 　not 　taken　in　regard 　to　washing 　clothes ，　the

dryness　method 　of 　bedding ，　etc ．

　　　In　the　investigation　about 　oral　medicine ，　about 　56．5％ of 　patients　had　taken　it　cor −

rectly ，　However，　concerning 　the　use 　of 　medicjne 　for　external 　application ，　there　were

signs 　that　it　was 　used 　by　patients　depending　upon 　their　immediate 　need 　and 　the　degree

of 　their　condition 　at　the　time．

Key　Words ： Aquestionnaire
，
　Japanese　cedar 　pollinosis，　 mass 　 media ，　OAS ，　pollen
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緒 言

　 H 本 人 の 20％ に せ ま る 有病率
川 と報告され て い る

ス ギ 花粉症 は．喘息 や ア トピー性 皮 膚 炎 と合併 した 時，
こ れ らの 症状 を悪 化 さ せ る 因子 と して 注 凵を浴 び て い

る．ま た，花粉症 と 口腔 ア レ ル ギ ー症 候 群 （OAS ）

と の 関係 も良 く知 られ る よ う に な っ たが，ス ギ花粉症

と OAS と の 関係 に つ い て は 不明 な点 も多 い
：t’．　’1．

　 こ の よ う な背 景 の もと，ス ギ花粉症 に 合併す る 他の

ア レ ル ギー
疾患 や OAS との 関係，さ ら に 花粉飛 散 時

期 に 患者が どの よ う に花粉 対 策 を して い るの か を 調査

す る こ と は重 要な こ と と思 わ れ る．また，ス ギ 花粉症

の 治療 を 行 う うえ で，医師が 処方 した 薬剤 を患者 が IE

し く服 用 した り使川 す る こ とは極 め て 亜要 な こ とで あ

る，しか しな が ら，内服薬 の 服 用状況 や外用 薬の 使 用

状況 に 関 し て，疫学的に 調 査 した 報告は少 な い ．

　今 回我 々 は，ス ギ花粉症患者 に ア ン ケ
ー

ト調 査 を行

い，他 の ア レ ル ギ ー疾 患 と の 合 併 頻 度，ス ギ ・ヒ ノ キ

科 花 粉 に 対 す る花粉対策 や 花粉情報 の 利用 状況，さ ら

に 薬剤 の 服 用 状況 や 使用 状況 に つ い て 検 討 した の で 報

告す る．

方 法

　2003 年の ス ギ ・ヒ ノ キ 科 花 粉 の 飛散 終 r間近 とな

る 4 月 中 旬 か ら ド旬 に か けて ，東 邦 大 学医学部附属佐

倉病院耳鼻咽喉科 （千葉県佐倉市 ド志 津） と藤田 耳鼻

咽 喉 科 医 院 （千 葉 県 市 川 市塩 焼 ） を受 診 した 患者 に ア

ンケ
ー

トを 実施 した．表 1 に，ア ン ケ ート用紙 の 中 で，

今回 対 象 と した 内 容 を 示 す．

　 ア ン ケ
ート調 査 の 方法 は，受 付に ア ン ケ

ー
ト用 紙 を

置 き，無記名 に て 患者 自身 で 記 入 して い た だ い た 後，

回収 箱 に 投 函 して い た だ い た．

　集 め ら れ た ア ン ケ
ー

ト用 紙 か ら，ス ギ花 粉 症 と記 入

の あ っ た 用 紙 を 集 計 し，そ の 結 果 に つ い て 検 討 した．

今 回 の 調 査 で は，ス ギ 花粉 と ヒ ノ キ 花粉 と の 間 に 共 通

抗 原 性 が あ り，ス ギ花 粉 症 の 多 くの 患 者 に ヒ ノ キ花粉

症 が合併 して い る こ と か ら
’
，ヒ ノ キ 花粉 症 を ス ギ 花

粉症 に 含 め て 検 討 した．

結 果

1）蜩 査 対 象 とな っ た ス ギ 花 粉 症 の 患 者数

　回収 され た ア ン ケ
ー

ト用 紙は 347枚 で あ っ た が，ス

ギ 花粉症の 確認 の 設 問 に 無 記 入 で あ っ た り，ス ギ 花粉

症 で は な い と回答の あ っ た ア ン ケ
ー

ト用 紙を除い た ．
そ の 結果，今回検討出来た ス ギ 花粉症患者数 は，男性

126名 と女性 164名 の 290名 （全 回答者の 83，6％ ） で

あ り，女性の 方が 多か っ た．年齢 分 布 は 30 歳 代 が 83

名 （女性 42 名，男 性 41 名 ） と最 も多 く，次 に 50歳

代の 62 名 （女性 42名，男 性 20 名 ），さ ら に 6〔〕歳代

の 43名 （女性 21名，男性 22 名），40 歳代 の 41名

（女性 21 名， 男性 20 名），20 歳 代 の 39 名 （女 性 29

名，男 性 10名 ），7D歳代 の 12 名 （女性 7 名，男性 5
名），10歳代 の 10名 （女性 2 名，男 性 8 名 ） と い う

結果 で あ っ た （図 1）．

2 ） ス ギ花 粉 症 患 者 に お け る他 の ア レ ル ギー
疾患 と の

　合 併 頻 度 とそ の 種類

　 ス ギ 花粉症以 外の ア レル ギー疾 患 の 合併 頻 度 を調 査

した 結 果 を 示 す （図 2− A ）． ス ギ 花粉症単独感作 の

患 者数 は 115 名 （40．8％） で，ス ギ 花粉症以 外 の ア レ

ル ギ
ー

疾患 を 有 して い る と 回 答 した 患 者 は 167 名

（59，2％ ） で あ っ た （無
．
回答 8 名）．図 2　B ） に 示 す

よ うに，他 の ア レ ル ギー疾患 を 有す る と回答 の あ っ た

167名 の うち，他 に 1種類 の ア レ ル ギ
ー

疾患を 有す る

患者 は 88 名 （52，7％ ）t2 種 類 の ア レ ル ギー疾 患 を 有

す る患 者 は 40名 （24．0％ ），3種類以上 の ア レ ル ギ
ー

疾患を有す る 患者 は 7名 （4．2％ ） で あ っ た （無 回答 ：

32名）．重複内容の ア レル ギ ー疾 患 と して は，そ の 他

の 花粉 症 が 79件，ハ ウ ス ダ ス ト・ダニ に よ る 鼻炎が

74件，ア トピ
ー

性皮膚炎 が 18件，喘 息 が 20件で あ っ

た （図 2C ）．

3 ）食物 を 食 べ た 時 の ロ 腔 内 症 状

　今回 の 調査 で は ，同答 の あ っ た 282名の 内で ，約

10％ に あ た る 28 名 か ら食 物 に よって li内に か ゆ み や

炎症 を 起 こ す との 回答が あ っ た．そ して，ス ギ 花粉 症

に 加 え，そ の 他 の 花粉症，ハ ウ ス ダ ス ト・ダ ニ に よ る

鼻 炎，ア トピー性 皮 膚 炎，喘息 な ど の 他 の ア レ ル ギ
ー

疾 患 を 合併 した 167 名の 内で，19名 （ll．4％ ） に 口 腔

内 の 症 状 が み ら れ た の に 対 し，
ス ギ花粉症 単独感作 の

115 名 の 内 で ，同 様 の 症 状 を 有 し て い た の は 9 名

（7．8％ ） で あ っ た （図 3）．ス ギ 花 粉 症 だ け の 患 者よ り，
他 の ア レ ル ギー疾 患 を合併 して い る 患 者 の 方が ［1腔内

に 症 状 を 有す る 率が 高 か っ た．

　 口 腔 内 に，症 状 を誘 発 す る 原 因 食物 に つ い て 調査 し

た ，重 複 回 答 の 結 果 を 示 す （図 4）．原 因 と な る 食 物

と して は，メ ロ ン （10名 ），キ ウ イ （8名 ），リ ン ゴ （6
名 ），モ モ （5 名 ），バ ナ ナ （4 名），パ イ ナ ッ プ ル （3

名 ），オ レ ン ジ，サ ク ラ ン ボ，ス モ モ ， ト マ ト，マ ン

ゴ （各 2 名 ），ア ボ ガ ド，ス イカ，イ チ ゴ ，ナ ッ ツ，
ナ ガ イ モ （2＄　1 名）で あ っ た．ま た，ス ギ 花 粉 症 単独

感作 と 回 答の あ っ た 患 者 で は，メ ロ ン （3 名 ），キ ウ

イ （3名），リ ン ゴ （2名 ），モ モ ，バ ナ ナ ，パ イ ナ ッ

プ ル ，マ ン ゴ，ナ ガ イ モ （各 1 名） で あ っ た．
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「
．

1
ア ン ケ

ー
ト調査表

　　　生年月 日 CT・S・H〕　 年　月　日　年齢＿才

1；．あな たは．スギ花粉症ですか ？ 　 に］は い 　 □ い い え ｝

一
〔男
’nl

2 ） ス ギ花粉症以外の ア レ ル ギー性疾患がありますか ？　 〔口 は い 　□いいえ）

　・す ぺ て記入 Lて下さい．　 （ロ嗜息　ロ ア ト ピ
ー
性皮膚炎　 ロ ハ ウ ス ダ ス ト

・
ダニに よるア レ ル ギ

ー
性鼻炎

　　　　　　　　　　　　　巳 そ の 他 の 花 粉症　口その他　 　　 〕

3 ）食物 を食 べ た時 の 症状 に つ い て

　・果物や生野菜を食 べ た後、口 の 中や 喉の 奥が大変かゆくなった り．ただれ た こ とがあ りますか ？

　　 〔口はい 　口いいえ 炉

　　原因 となった果物や生野菜 にっい てお答 え 下 さい 〔複数回答 可 ）

　　 くロ トマ ト　ロビ
ー

マ ン　囗バ ナナ 　ロ メ a ン 　ロ リ ン ゴ 　囗 モ モ 　ロ ス イ カ　ロ ア ボ ガ ド　囗キウイ

　　　囗 ス モ モ 　ロサク ラ ン ボ　ロナ ッ ツ類　ロ ジ ャ ガ イ モ 　 ロ その 他　 　　　　　　　　　 　　　　｝

4 ｝花粉 飛散時期にあ らわれ る身体 への 皮膚症状に つい て

　・2月か ら 4月の閻で．外出時や 自宅に いる時 ．皮膚が赤 くなった り か ゆ くなる こ とが ありますか ？

　　 〔囗ときどきある　 囗 ほ と ん ど な い 〕

　・身体 のどこが赤 （な っ た りかゆ く な りますか ？ 雁 数回答可 ｝　〔ロ 顔　ロ手　巳足　囗身体全 体｝

5 〕外出 時 の 対策

　・症状 の激 しい時や花粉 が 多く飛散する時、外出 されま し た か ？

　　 〔□外出はほ とん どしな か った　 ロ 時 々 外 出 し た　 ロ 気 に せ ず外出 した）

　 家 に入る前．体を叩 い て 花粉 を落と し ま し た か ？

　　 〔囗 い つも体を叩 い た　 口 時々 叩 い た 　 囗 ほ とん ど叩 かな い ）

6 ） 家庭 で の す ご し 方 に つ い て

　・花 粉飛散期に 1よ．家 の窓を い つ も閉 め て い ますか ？

　　 ．
：口期間中はほ とん ど閉 め て い る　　□ 晴れ た 日 に は 閉 め て い る　　□ 気 に せず 開閉する 1

　・布 団をス ギ花粉の 飛散期間中ど の よ う「： して い ますか ？

　　 旧 干 さないで布団乾 燥磯を使用　ロ干 した陵に 叩 い たり掃除機で 花粉 を吸 い 取 る　囗気にせず干 して い る）
．

　　洗濯物を ス ギ花粉の 飛散期間中どのよ うに して いますか ？

　　 （口干 さな い で 屹燥機 を使 用　　ロ干 した後に良 く叩 いて い る　　口気に せず干 し て い る ｝

7 〕花粉対策 としての マ ス ク
・
メガネの着用 に つ い て

　
・
外に出る ときは．花 粉症 用 の マス ク を し て い ま し た か ？

　　 〔口い つ もマス クを していた　 口症状の ある時 に マ ス クを し て 外出した

　 　外 に 出る ときは．花 粉症用のメガネ をして いま したか ？

　　 旧 い つ もメガネ をしていた　　口症状 の ある時 に メ ガネを し て 外出 し た

囗 マ ス クを した ことは な い ）

囗 メ ガネを した こ とはな い 〕

8 ｝ 花 粉 情報 の 利 用 に つ い て

　 　ス ギ花粉 の 毎 Bの飛 散情綴をどのよ うに利用 して い ます か ？

　　 〔口期間中 いつも利 用 して いる　□ 症状 の ある時 に 利 用 し て い る　口時 々 利用する　ロ利用 した ことはない）

　 　それ らの花粉情報 は投立 っ ていますか ？

　　 〔口大変役立 って いる　 □ 少 し は 役 立 って い る 　 口 あ ま り 役 立 って い な い 1

・
毎 日の飛散情報 を何 か ら得 て い ますか ？　すべて 記 入 し て 下 さい ．

　　〔ロテ レビ　　ロラジオ　　ロ新聞　　□病院 ・診療所の 掲示板　　囗町 の 薬局の掲示板　　囗雑誌．
　　　口製薬会社 や 薬屋 の バ ン フ レ ット　　ロ イ ン ターネ ッ ト　　ロその他　　　　　　．．　　 〕

9 ）病院で処方 された薬の服用状況

　
・
飲み薬につい て

　　 （D 忘れず正確 に 服 用 した　囗時々 忘れ た

　・目薬や鼻の薬に つ い て

　　 CJ忘れず正確 に 使 用 し た 　　 口 時 々 忘 れ た

L ．

口症状が激 し い 時 だけ服用 した　囗 全 く 服用 しなか った）

□ 症 状 が激 し い 時 だ け 使 用 し た　 □ 全く使 用 しなか った）

．．．．．．一

表 1 ，ス ギ 花粉 症 患 者 に 行 っ た ア ン ケ
ー

トの 調査内容

数

0
人

0
　

1

75

50

25

0
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図 1．ス ギ花粉症 患 者 に お け る性 別 に 分 け た 年齢分 布
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A ）重 複疾 患 患 者 数

□他 の ア レル ギ
ー

疾患が 有る

ロ ス ギ花粉症の み

■ 無 回 答

B ）重複 疾患数の 患者 割合

□ 他 に 1種の ア レ ル ギ
ー

疾 患

ロ 他 に 2種 の ア レル ギ
ー

疾患

團 他に 3種 以上 の ア レル ギー疾患

■ 無回 答

C ）合 併 ア レル ギー疾 患名

　　　（重複 回答）

□ その他の 花粉症

□ HD ・ダ ニ に よ る鼻 炎

齟 ア トピ
ー

性皮膚 炎

■ 喘息

図 2．ス ギ花 粉 症 患者 に お け る 他の ア レ ル ギ ー疾患 と の 合併頻度 と その 種類

4 ） 花 粉 飛 散 時期 に お け る 皮膚症状 の 有無 と発 症部位

　ス ギ ・ヒ ノ キ 科花粉 飛散 時 期 に，「何 ら か の 皮膚症

状 が あ る 」 と 回 答 さ れ た 患 者 は 98 名 で あ り，278 名

の 35．3％ に み られ た （図 5− A ）．98 名 の 重 複 回 答 を

集 計 し た 結果 ，「顔 ・首回 り」 が 54件，「身体全体」

22件，1手 や腕 」 22 件，「足」 19件 と い う結 果 で あ っ

た （図 5 − B）．

5 ）花粉飛 散 時 期 に お け る外出へ の 意識 と帰宅 時 にお

　 け る衣 服 対 策

　 ス ギ ・ヒ ノ キ科花粉 の 飛散時期 に，外出す るか との

質 問 に 対 し，283 名か ら回 答 が得 られ た ．花粉飛散時

期 に 「ほ と ん ど 外出 しな い 」 患者 は，わ ず か 9 名

（3．2％） で あ っ た ．ま た，「時 々 外出す る 」 が 80名

（28．3％ ），「気 に せ ず 外出す る」が 194名 （68．6％ ） を

占め て い た （図 6− A ）．

　帰 宅時に 衣 服を 常に 叩 き，花粉 を 落 と して か ら 家に

入 る 患者は 42名 （14．8％）で あ っ た．「時 々 叩 く」 患

者 が 124 名 （43．8％），「ほ と ん ど 叩 か な い 」 患 者 が

117 名 （41．3％ ） で あ り，85，2％ に あ た る 241名 の 患

者が 花粉 を身体 に 付 けて 家 に 入 っ て い る 可能性が 示唆

され た （図 6− B）．

6） 花粉 飛 散時期 に お け る家庭 で の 日常生 活

　花粉飛散 時期 に，窓 を 「ほ とん ど窓 を 閉 め る」 患 者

は 129 名で あ り，有効 回答 数 283名の 45．6％ に あ た る．

「晴 天時に 窓を 閉 め る 1患者 は 54名 （19．1％ ），「気 に

せ ず 窓 を 開 閉 す る」 患者 は 100 名 （35．3％ ） で あ っ た

（図 7− A ）．

　布団の 乾燥方法 に 関す る質問 で は ， ［布団 乾燥機を

使用 」 して い る 患 者が，有 効 回 答者数 281 名の 35．2％

人数

200

150

100

50

0
他 の ア レル ギー

有

　 　 167名
ス ギ花粉症の み

　 115名

図 3．ス ギ 花粉 症 患者 に お け る 口 腔 ア レル ギー症

　　　候 群 （OAS ） の 合併率

（他 の ア レ ル ギー有 ： そ の 他の 花粉 症，HD ・ダ

　ニ に よ る鼻炎，ア トピー性皮膚炎，喘 息 な ど）

に あ た る 99 名に み られ た．「「した 後叩 い た り掃除機

を使用」 す る患者は，59 名 （21％ ） で あった．ま た，

布団を 「気 に せ ず 干 す」 患
．
者が 123 名 （43，8％ ） で あ

り，最 も多い と い う結 果 で あ った （図 7− B）．

　洗濯物 を乾 燥 さ せ る 場合，「乾 燥 機 を使 用 」 す る 患

者 は，回 答者 数 282名 の 11．4％ と な る 32 名 の みで あ っ

た，「 1： し た 後 で 叩 く」 患 者が ，145 名 （5L4 ％），「気

に せず 干 す 」患 者が 105名 （37．2％ ） で あ っ た （図 7−

C ）．
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ロ ス ギ花粉症 と他の ア レ ル ギーの 合併 患 者
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図 4．ス ギ 花粉 症 患 者 に 合併 す る 口 腔 ア レ ル ギ
ー

症 候群 （OAS ） の 原 因 食 物

　 A）皮 膚 症状の 有 ・無

6巴詑
＼黠づ
　 　 凵 皮膚症状がある

　 　 匚 なし

　 　 ■無 回 答

B 〕皮膚症状の 発現部位

＼　＼
　 ＼　　、
、　　　  

　 54

ド

／
／〆ゴ／

「
．
1顧・首 周り　ロ 身体全体

e 手 ・腕　 　 　■ 足

図 5．花 粉 飛 散時 期 に お け る 皮 膚症 状 の 有 無 と

　　　 発症部位

A ）花粉飛散時期の 外出

己 ほとんど外出しない

□ 時々外 出する

囲 気にせ ず外 出する
■ 無回答

B ）帰宅時に行う衣 服への 対策

　　　　　
一．．．

丶 丶
　　　　 ア　 42　

’

　　　　　’丶

117
　 　 n ＝290 名

　 ［ 衣服をい つ も叩 く

　 ロ 時々 叩く
　 闥 ほ とん ど叩 かな い

　 ■ 無回答

図 6．花粉飛散時期 に お け る外出へ の 意 識 と帰

　　　 宅時に お け る衣服対策

A ）窓の 開閉 につ い て

＼　、

畠
　

12

ノ
□ ほとんど 窓を閉め る

□ 晴天 時窓を閉め る

團 気に せ ず窓を開閉する

騒 無 回 答

B ）布団の 乾燥 方 法

U 布 団乾燥機

ロ 干 した後叩 いた り掃除機使用

國 気 にせ ず干 す

■ 無 回答

C ）洗 濯 物の 干 し方

□ 乾 燥 機

ロ 干 した後で 叩く

e 気 にせ ず干 す

鬮 無 回答

図 7 ．花 粉 飛 散 時 期 に お け る家庭 で の 冂常生 活
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ア） 花粉 防御 に お け る マ ス ク ・メ ガ ネ の 着用

　 マ ス ク の 着用 に 関す る有効回答者数は，282名で あ っ

た．外出 時 に，マ ス ク を 厂い つ も着 用 」す る患 者 が 52
名 （18．4％ ），1

一
症 状 の 有 る 時 に 着用 」 す る 患 者が 123

名 （43．6％ ），「着用 し な い 」 患者 が 107名 （37．9％ ）

で あ っ た （図 8− A ），

　
一

方，花粉対策用 の メ ガ ネ の 着用 に 関す る 有効 回答

者数 は，278 名 で あ っ た ．メ ガ ネ を 「い つ も 看用 」 す

る患者は わ ず か 21 名 （7．6％ ），「症 状 の 有 る時 に 着 用」

す る 患 者 は 22名 （7．9％ ），「着 用 し な い 」 患 者 は 235

名 （84．5％）で あ っ た ，メ ガ ネ の 着用 率 は 15，5％ （278

名 中 43 名 ） に 過 ぎず，マ ス クの 着 用 率 と比 較 す る と

極 め て 少 なか っ た （図 8− B ）．

8） 花粉 情報 の 利 用 状 況 と情 報 源

　花粉飛散情報を，何 らか の メ デ ィ ア を使 っ て 利 用 し

て い る か ，さ ら に そ の 有 用 性 に つ い て も質 問 した．そ

の 結果，278 名か ら 回 答が あ っ た．花粉情報を 「い つ

も利 用 して い る」 患者は，129 名 （46．4％ ） で あ っ た，

そ の 内訳 と し て，「大変役 立 つ 1 が 40 名，「少 し 役 立

つ 」 が 71名，「役 立 た な い 」 が 18名 で あった．次 に

「症 状 の 有 る 時利用」 し て い る 患 者 は 24．5％ の 68 名

（人変役 立 つ ：7名，少 し役 立 つ ：50名，役立 た な い ：

11 名 ），「時 々 利用」 して い る 患 者が 9．7％ の 27 名

（大変役立 つ ：4 名，少 し役立 つ ：18名，役立 た な い ：

5名） で あ っ た．こ の 結 果，1大変 役 ・匪つ ：51 名」 と

「少 し役 立つ ： 139 名」 の 合計 は 190 名 と な り，有効

回 答数の 68．3％ とな る．しか し，花 粉 情 報を ［利 用 し

て い な い 」患者 が 54名，「役立 た な い 1患者が 34 名

で ，31．7％ に あ た る 88名 が 花粉情報 の 有効 性 を疑 問

視 して い る と い う結果で あ っ た （図 9− A ），

　花粉情報源 と して 良 く利 用 す る メ デ ィ ア は，テ レ ビ

が 最 も多 く 263件，続い て 新聞の 77件，ラ ジオ の 32

件 とな っ て い た ．イ ン タ
ー

ネ ッ トに よ る利用 者は，わ

ず か 24名 で あ った （図 9− B）．

9） 病院で 処 方 され た 薬剤の 服 用
・使 用 状 況

　内服
．
薬の 服用 状況 と外用 薬の 使用状況を検討 し た 結

果，14 名 が 無 記 人 で 276 名 の 有 効 回 答数 で あ っ た

（図 10）．

　内服薬 に 関 し て は，「忘 れ ず に 服 用 」 す る 患者 が

276名 の 51．4％ に あ た る 142名 で あ った．そ の 中 で ，

外用薬 の 使用状況を人数 と割合 で み て み る と，「忘れ

ず に使用 」 す る患 者は 57名 で あ り，「忘 れ ず に 服 用 」

す る患 者数 の 40．1％ に 相当す る．同様 に，外用薬 を

r時 々 忘れ た．1患者は 4ユ名 （28．9％），「症状 の 有る 時」

使用 し た 患者 は 37 名 （26．1％），「
使 用 しな か っ た 」

患者 は 7 名 （4．9％ ）で あ った．

　内服薬を 「時々 忘 れ た 1患者は，276名の 31．5％ に

A 〕外 出 時 の マ ス クの 着用

L い っ も着用
目 有症状時

團 着用 しない

■ 無 回答

B ）外 出時 の メガネ の 着用

凵 い つも着 用

□ 有症 状時

囲看 用 しない

■ 無回答

図 8．花粉 防御 に お け るマ ス ク ・メ ガ ネ の 着 用頻 度

あ た る 87名 で あ り，外 用 薬 の 使 用状 況 で は，「忘 れ ず

に 使 用 す る 」 患 者 は 6 名 （6．9％ ），「時 々 忘 れ た 」 患

者 は 52名 （59．8％ ），「症 状 の 有 る 時 」 使 用 した 患 者

は 28 名 （32．2％），「使 用 しな か っ た 」 患 者 は 1 名

（1．1％ ）で あ っ た ．

　 内 服薬 を 「症 状 の 有 る 時」 に 服用す る 患 者 は 35 名

（12．7％ ），そ の う ち外 用 薬 に 関 し て 「忘 れ ず に 使 用 す

る 」 患 者 は 1 名 （2．9％ ），「峙 々 忘 れ た 」 患 者 は 3 名

（8，6％ ），「症状 の 有 る 時」 使 用 した 患者 は 26名　（74．3

％ ），「使用 しな か っ た 」 患 者 は 5 名 （14，3％ ） で あ っ

た ．

　処方 され て い る に もか か わ ら ず，内服薬を 「服 用 し

な か っ た 1 患 者 は 12名 （4．3％ ） お ら れ，そ の 中 で 外

用薬を 「忘れず に 使用す る 1患者 は 全 くお ら れ ず，

「時 々 忘 れ た 」 患 者 は 1 名　 （8．3％），
「
症 状 の 有 る時 」

使用 した患者は 2 名 （16．7％），「使用 しな か っ た 亅患

者 は 9 名 （75．0％ ） で あ った．こ の よ う に，内 服 薬を

服用す る傾向 は，外用薬の 使用傾向 と比較的良く
一

致

して い た ．

　
一

方，外用薬の 使川 だ けで 検討す る と，「忘 れ ず に

使用 す る 」 患者が 23．2％ に あ た る 64名，「時 々 忘れ た 1
患 者 が 97名 （35．1％ ），「症 状 の 存 る 時」使用 した 患

者 が 93 名 （33．7％），処方 されて い る に もか か わ ら ず

「使用 しな か っ た」 患 者が 22名 （8．0％ ） とい う結 果

で あ り，症状が あ る 場合 に 使用 され て い る 傾向が み ら

れ た ．

　 こ れ らの こ とか ら，内服薬を 「忘 れ ず に 服 用す る」

患者 と
「
時 々 忘 れ た 」 患者の 229 名の う ち，156 名が

外 用 薬 を 「忘 れ ず に 使 用 」 ま た は 「時 々 忘 れ た 」 で あ

り，全患者数 276 名の 56．5％の 患者が，ほ ぼ ［E確に 継

続 して 薬剤 を 使 用 して い た ，

考 察

　堀 口，斎藤 ら に よ り初め て 発 見 ・
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A ）花粉飛散情報の 利用と有用性
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図 9，花粉情報 の 利用状況 と情報源

内服 薬の 使用 人 数
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團 有症状 時使用 ： 93 名

■ 使用 しない ： 22 名
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図10．病院で 処 方 さ れ た 薬剤 の 服用 ・使用 状況

性 よ り も女性 に 多 い こ とが 報告 さ れ て い る
．／／・／
．

　 ス ギ花粉症 の 増加 の 原因として，ス ギ花粉飛散量の

増加
’

や．秋の ス ギ花粉 飛 散 に よ る抗 原 曝 露 期 間 の 長

期化
H

が 挙げ ら れ て い る．ま た，大気汚染 な ど の 環境

因 ヂ
旧 り．，ダニ が 抗 原 とな る通年性 ア レ ル ギ

ー
性鼻炎

の 影響 な ど も増加 の 原因
．L1．

と報告 され て い る，さ ら

に ス ギ花粉症 は，単 に 眼 や鼻 に 対 す る 1 型 ア レ ル ギ ー

疾患 と して だ けで は な く，喘息や ア トピー
性皮膚炎 と

合併 し
．］”・　］．1．，症状 を悪化 さ せ る 因子 と して も注 目を 浴

びて い る．

　今回 の 我 々 の 調査で は，回答者の 中に お い て ス ギ花

粉 症 は 女性 の 方 が 多 か った．また ，ス ギ 花粉 症 と 1，i［9
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80 難波 ・佐橋 ・山本 ・吉 田 ・柳 川 ・廣木 ・泉本 。岩 崎 ・H 高

の あ っ た半数以 上 の 59．2％ の 患 者が，他 の ア レ ル ギー

疾患 と合併 して い る と 回答 し た．さ ら に ，重複 ア レ ル

ギー疾 患 に対す る質問で は，無回答の 患者が 32名 い

た た め，ス ギ 花粉症 を 含 め た 2種 類 の ア レ ル ギ
ー

疾 患

を有す る患者 が 88名 （52．7％ ）以 ヒ，3種 類 以 上 の 患

者 が 47名 （28，1％） 以 上 と な る こ と が確実 と考 え ら

れ る．

　花粉 症 患 者 が新鮮 な果物 や野菜 な ど を摂取す る と，
m 腔内や 冂 唇 に 発赤 ・浮腫 ・咽頭掻痒感 な どの 症状 を

呈 す る例 が あ り，OAS 〔冂 腔 ア レ ル ギー症 候 群 ： oral

allergy 　syndrome ） と呼ば れて い る
．ヨ．1／／

．特に ，カ バ ノ

キ科花粉症 とバ ラ 科果 実 や キ ウ イ ， ナ ッ ツ ， さ ら に キ

ク科花粉症 と メ ロ ンや セ ロ リ は 良 く知 ら れて い る．石

肝
3：

に よ る と，ス ギ 花粉 症 にお け る OAS との 関 連 は

不 明 な 点 が 多 い と さ れ る もの の ， ス ギ 花粉 症 患者 の

17％ に 合併 し，メ ロ ン，パ イ ナ ッ プル ，キ ウ イが 原因

果 物 と な る例 が 多 く，ス ギ単 独 感 作 例 で は OAS が 少

な い と撮告 され て い る．

　我 々 の ア ン ケ
ー

ト結 果 で は，ス ギ花 粉 症 患 者 の 約

10％ に あ た る 28名 の 患 者 が OAS を 示 す 回答で あ っ

た ．我 々 の 調査結果で OAS が 少 な い 原因 と して，対

面で 詳 し く調査 しな か った こ と，さ らに 患者が 無意識

の う ち に こ れ らの 食品 を 避 けて お り，患者自身で 気 づ

い て い な い こ とが 考え られ る．

　 ス ギ 花粉症以 外に，他 の ア レ ル ギー疾 患を 合 併 して

い る 患 者 の OAS の 発症 率 が 11，4％ と 高 か った の に 対

し，ス ギ 単独感作例 で OAS の 発症率 が 7．8％ と低か っ

た ．全 患 者 の 原 因 食品 と して ， リ ン ゴ （6 名 ），モ モ

（5名 ），バ ナ ナ （4 名 ） の 回 答数 も多 か った が ， そ の

他 の 結果は ，石 田 め報告の ご と く，メ ロ ン （10名），
キ ウ イ （8 名），パ イ ナ ッ プ ル （3 名 ） と 良 く

一
致 し て

い た ，さ ら に ，ス ギ 花粉症単独感作 と 回 答の あ っ た 患

者の OAS 原因植物 も，メ ロ ン （3名），キ ウ イ （3 名），
1丿ン ゴ （2 名） な ど で あ り，6 体の 傾向 と 同様 で あ っ

た．

　横関
L1 ／1，

は，ア ト ピー
性皮膚炎 に ス ギ 花粉 が 増悪 因

子 と し て 働 く こ と や，ア トピー性 皮 膚 炎 の 既 往 歴 が な

い ス ギ 花粉 症 患者 に 対 して も湿 疹 様 の 病変 が あ ら わ れ

る な ど，ス ギ 花粉症 に 皮膚症 状 が 合併 す る こ と を 紹 介

し て い る．ス ギ ・ヒ ノ キ 科花粉 の 飛散時期 に，皮膚症

状 の 有無 に つ い て 調 査 した 今 回 の 結 果 で は，有効 回答

数 278 名 の う ち で ，35，3％ に あ た る 98 名 か ら 皮膚症

状 を 有す る と の 厠答 が あ っ た．ま た，そ の 部位 と して

は，花粉が 直接付着す る と考え られ る顔 ・首周 り，千 ・

腕 や 足 以 外 に，身 体 全 体 と い う 回 答 も 22名 に み られ

た．

　身 体 全 体 との 回答 が あ っ た患 者 で は，外 に 干した洗

濯物 や 外出時の 衣 服 に 付 着 し た 花粉 が 影 響 し て い る と

考 え て い る．い ず れ に し て も，ス ギ ・ヒ ノ キ 科 花粉 の

飛散時期 に は，布団や 洗濯物 の 干 し方，さ ら に 外出時

に 出来 る だ け露 出 した部 分 を避 け る な ど，衣 服 に も注

意が 必要で ある．

　 今 回我 々 の 行 っ た 調 査 は，自 己 申告 に よ る もの な の

で ，厳密 な意 味 で の 臨 床 ヒの 有症 率 を反映 して い る と

は 言え な い ．し か し な が ら，ス ギ 花粉症 の 患者白身が ，

合併症 と 自覚 して い る 内容 を調 査 した 結 果 と して 重要

で あ る と 考え る．ス ギ花粉症患者 で は，Th2 リ ン パ 球

か らの IL−4，　 IL−13な どの サ イ トカ イ ン 産 生 が 亢 進 す

る た め，重 複 ア レ ル ギー
疾患 の 症 状 を悪化 させ る こ と

や，他 の ア レ ル ギ
ー
疾患 を誘発す る可能性 も否 定 出来

な い．今後，よ り精度の 高 い 疫学的な 調査 が 必要 と考

え る．

　花粉症 の 症 状 を抑制す るた め に は，薬物療法の み な

ら ず 花粉 に 対す る 生 活防御が 重要な こ と は 当然な こ と

で あ る．今 岡 我 々 は，ス ギ ・ヒ ノキ 科 花 粉 飛 散 ll寺期 の

牛 活 習慣，花粉 情報の 利用状況，さ ら に 薬剤の 服用 ・

使用状況 に つ い て も調査 した ．

　 花 粉 が 家 に 侵 入 す る要 因 と して ，衣 服 に 花 粉 を 付 け

た ま ま帰宅す る こ とが 挙げ ら れ る，外出時の 調査で は ，

「時 々 外 出す る」 患者と 「気 に せ ず外出す る 1患 者 と

の 合計 は，274 名で 96．8％で あ っ た ．そ し て 帰宅時に ，

「時 々 叩 く」 と 「ほ とん ど叩 か な い 1患 者の 合計 は 241

名 （85．2％） で あ っ た．

　 窓 の 開 閉 に 関 して は，窓 を 1／4開け た だ け で 屋 外 花

粉 の レ 3 が 侵 入 す る と紹介 され て い る た め
．1”

，窓 の 開

閉に 注意を払 う こ と も重要で あ ろ う．ス ギ ・ヒ ノ キ 科

花 粉 の 大 量 飛 散 年 に は，「晴 犬 時 に 窓 を 閉 め る 」 だ け

で は 不 卜分 と思 わ れ る．今回 の 調査 で は，1晴天時に

窓 を 閉め る 」 患者 と 「気に せ ず 窓 を 開閉す る 1患者の

合計 は，154名 （54．4％ ） と 半 数 以 上 で あった ．

　布 団 の 干 し方 に 関 す る質 問 で は，「布 団 乾燥 機 を 使

用」 す る 患者 が 99 名 （35．2％ ） で あ った．洗濯物 の

「し 方 に 関す る 質問 に 対 し て ，「乾燥機 を 使用 ．す る

患 者 に至 って は，32名 （11．3％ ）の み とい う結果で あ っ

た．つ ま り，大多数 の 患者が，布団や 洗濯 物 を 外 に i：

して い る こ とに な る．

　外 出時に お け る花粉 回避 の た め に，マ ス ク や，防御

カ バ ー
の つ い た 花 粉 対 策用 メ ガ ネ を 着川 す る こ と が 有

効 で あ る と紹 介 さ れ て い る
」］t’
．今 回 の 調 査 で は，外出

時 に マ ス クを 「い つ も着 用 」 す る患 者 は 52名 （18．4
％ ），花 粉 症 用 の メ ガ

’
ネ を ［い つ も着用 」 す る 患 者は

21名 （7，6％） に す ぎず，共 に 着川 率 が 十 分 で な い と

思 わ れ る．メ ガ ネ を 1症 状 の 有る 時 に 着用」 す る の は

22名 （7，9％） で あ る が，メ ガ ネの 着用 率 は 極 め て 少

な い と 考 え ら れ る．

　 こ の よ うに，ス ギ花粉 症 患 者 の 花粉 対策 は，決 して

十分 と は 言 え な い と 考 え られ た．帰 宅 時 に，衣 服 に 付

着 し た 花 粉 を十分 に 叩 か な か っ た り，窓 を閉 め な か っ
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た り，布団や 洗濯物を 外 に T二

した りす る こ とは ，家の

中 に 花 粉 を 侵 入 さ せ る こ と に な る．家 の 中 に 花 粉 が 侵

入 す る と，常 に 花 粉 に 暴 露 され た 状 況 とな り，花 粉症

の 症 状が 長 期 に わ た り 継 続 す る こ と に な る．今 回 の 調

査 か ら，外出時や 帰 宅時の 花粉対策が 十分に 行わ れ て

い な い ば か りで な く，家庭 内 に お け る 花 粉 回 避 に 対 し

て も対 策 が 十分 で な い こ と が 確認 さ れ た ．今後，さ ら

な る 花粉対策 に 関す る 生 活 指導の 重 要性が 示唆 され た．

　年 間 の ス ギ ・ヒ ノ キ 科 花 粉 数 と 年 間 の 患者数 と の 間，

さ ら に 日 々 の 花 粉 数 と 目 々 の 症 状の 強 さ と の 間 に は 相

関 関 係が 認め ら れ る こ と が 報告 され て い る
．Lt’，　L’／ ．そ の

た め，年 間 の 花 粉 数 や 目 々 の 花粉数に 関 す る 花粉情報

を有効 に 利用す る こ とが 重 要 とな る．

　花 粉 飛散 情 報 を 何 ら か の メ デ ィ ア を 使 っ て 利 用 し，

有川 性 を 感 じて い る の は 19G 名 （68，3％） で あ った ．

花粉情報を利用 して い な い 患者や 有効性を感 じて い な

い 患 者 は，88 名 （31．7％ ） で あ っ た ．花 粉情報源 と し

て の メ デ ィ ア は，テ レ ビが最
．
も多 か っ た．イ ンターネ ッ

トに よ る花粉情報は，リア ル タ イム の 情報が 含まれて

い る に もか か わ ら ず，わ ず か 24名の 利用者で あ っ た．

今回 の ア ン ケート調 査 で は，10 歳代，20 歳代 の 患者

の 占め る 割合が 49 名 と少 な い こ と が 原因か もしれ な

い，こ れ らの こ とか ら，イ ン ターネ ッ トな どを 利 用 し

た，花粉情報の さ らな る利用 促 進 に 関 して 啓 蒙 が必 要

と思 わ れ る．

　内服 薬の 服 用 状 況 と外 用 薬 の 使用 状況 で は，有効Pll

答数 の 56，5％ （276 名中 156 名）の 患者が ほ ぼ 正 確 に

服 用 して い た．一
方，外用 薬の 使用 に 関 して は，症状

が あ る 場合 に 適宜使用 され て い る傾向が 認 め られ る．

　 また，内 服 薬 を
．
忘 れ ず に 服 用 」 す る患者 は，外用

薬も ［忘れず に 使用」 す る 割合が 高か っ た．同様に，

内服 薬を 「時 々 忘 れ る」 患者，「症状 が有 る時 に 服用 」

す る 患 者，「服用 しな い 」 患 者 は，そ れ ぞ れ 外用 薬 も

同 じよ う に 使用 す る傾 向が 認 め ら れ た ．

　 ケ ミカ ル メ デ ィ エ
ーター遊 離抑制剤や Th2 サ イ ト

カ イ ン 抑 制剤な どの 抗ア レ ル ギ
ー

剤は ，内服薬や 外用

薬 と も に 2週 間 以 上 継 続 しな けれ ば，効 果 が 期 待 出 来

な い
．17
．また ，血管収縮剤の 配合 され た 点鼻剤は，継

続 した 使用 に よ り血管運動性鼻炎 とな る 恐 れ が あ る．

そ の た め，患 者に 対 す る薬 剤 ご との 適 切 な 服 薬 指導．が，

医師や 薬剤師 に 要求 され る．今回の 調査 で は ，医師や

薬剤師 に よ る服 薬 指 導 が 十 分 行 わ れ て い な い こ とが 伺

わ れた ．今後，医師や 薬剤師 に よ る薬剤の 作用機序を

含 め た 服 薬 指 導 が 重 要 と考 え て い る．

要 約

　 ス ギ 花粉症 患 者に お け るア レ ル ギー疾 患 の 合併症，

花粉に 対す る生活様式，薬剤の 使 用状況 な ど を調査す

る 目的 で ア ン ケ
ートを実 施 し，290 名 の 有 効 回 答 数 を

得 た．

　 半数 以 上 の 患者 が ス ギ 花粉 症 以 外 の ア レ ル ギ
ー

疾 患

を 合 併 し て お り，OAS の 発 症 率 は 約 10％ で あ っ た ．

複数 の ア レ ル ギー
疾患を合併 して い る 患者の 方 が，

OAS の 発症 率 が高 か っ た，

　 79．4％ の 患者 が ，テ レ ビ な ど の マ ス メ デ ィ ア か ら花

粉 情報 を利 用 して い た．そ して，68，3％ に あ た る 190

名の 患者 が ，花粉情報 が 役 1
’
tlつ と ln［答 し た．ほ と ん ど

全て の 患者 が，花粉飛散期 に 外出 し て い た が，マ ス ク

や メ ガ ネ の 着 用 率 は 低 か った．洗 濯 物 や 布 団 の 乾 燥 方

法な ど に 関 して も， f分な 花粉対策が 行わ れ て い な か っ

た．

　内服薬に 関す る調 査 で は，約 56．5％ の 患 者が ほ ぼ 正

確 に 服 用 出来て い た．しか し，外 用薬 の 使用 に 関 し て

は，症状 の 強 さに 合わ せ て 使用 され て い るSt　Fが うか

が わ れ た ．

引　用　文　献

田 　斎藤洋「 ： ス ギ 花粉症 　過去 ・現 在 ・将来．花粉

　　 誌 　　45，　55−62　（1999）．

〔2） Amlot ，　P．　L ，　Kemeny ，　D ．　M ，　Zachary，　C ．，　Parkes，

　　P．and 　 Lessof7　 M ．　 H ．： Oral　 allergy 　 syndrome

　　（OAS ）；Symptoms 　of 　IgE−mediated 　hypersensitiv−

　　ity　of 　foods．　Clin．　Allergy　17，33−42 （1987）．

（3） 石田　孝 ： ス ギ花粉 症 と果実 過 敏 症．ア レ ル ギー

　　弄斗　　13，　100−105　（2002）．

  　安枝　浩 ： ス ギ 花粉 症 とス ギ ・ヒ ノキ科花粉 の ア

　　 レ ル ゲ ン．花粉誌　46，29−38 （2000）．

〔5） 堀 口 伸作，斎藤洋三 ：栃木県 凵光市に お け る ス ギ

　　花粉症．ア レ ル ギー
　 13，16−18 （1964）．

（6） 馬 場 廣 太 郎，出 中　 晃 ：花 粉 症 疫学調 査 トピ ッ ク

　　 ス．ア レ ル ギー
の 臨床　17，179−183 （1997）．

（7） 佐橋紀男，高橋裕
一，村 ［h貢司 ： ス ギ 花粉 の す べ

　　 て ．メ デ ィ カ ル ジ ャ
ー

ナ ル 　東京 （1995），

（8） 岸 川 禮子，児搭栄壬，岩永知秋，宗信夫，家守千

　　鶴 r−，IE 司 俊輔，丙 間二 馨，石 川 哮 ： わ が 国 の 空

　　中ス ギ ・ヒ ノ キ 科花粉 長期 調 査　　ス ギ花 粉 症 の

　　抗原 と し て の 抗原量 ・暴露期間の 長期観察 に つ い

　 　 て ．ア レ ル ギー 5〔〕，369378 （2001）．

（9） 竹中　洋，高木伸夫，斎藤憲治 ：花粉症最前線，

　　大気汚染 とス ギ花粉症．Pharma 　Medica　12，83−88

　　（1994）．

〔10） 藤巻秀和 ：粒子物質と ア レル ギー性疾患．大気汚

　　染学会誌　27，1−ll （1992），

（ID　 今野 昭義，沼 田　 勉，永 田 博 史，寺 田 修 久 ： ス ギ

　　花粉症 の 発 症 に 与え る発 症 修 飾因子の 影響．ア レ

　　 ル ギー
科　5，153−161 （1998）．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Palynological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Palynologioal 　Sooiety 　of 　Japan

82 難 波 ・佐橋 ・山本 ・占田 ・柳 川 ・廣木 ・泉本 ・岩崎 ・日 高

｛12｝ 美濃 口 健治，足 立　満 ： 花粉症 と成 人気管支喘息．

　　 ア レル ギー科　11，153−157 （2001）．
（13〕 横関博雄 ： （花粉症 の 症 状）皮膚症 状．内科　9L

　　267−270　（2003），
（14〕 榎 本雅 夫 ： ス ギ 花粉 回 避 の た め の セ ル フ ケ ア とそ

　　の 評価．ア レル ギ
ー

科　13，218224 （1999）．

（15） Sahashi，　 N ．，　 Ikuse，　 M ，　 Ohmoto ，　 T ．，　 Saito，　 Y ，，

　　Tanahashi，　 Y ，and 　 Takeda，　 H ，： Relationship　 be−

　 　 tween 　 seasonal 　 and 　 annual 　 total　 polLen　 counts 　 of

　　Cryptomeriajαponica 　and 　Cupressaceae　and 　number

　　 of 　outpatient 　with 　Sugi　pollinosis　in　centra 】Japan．

　　Rev・Palaeobot．　Palynol．64，79−86　（1990）．

  　Namba ，　 H ．，　Saitou ，　 K ．，　 Sahashi，　 N ．，　Yamamoto ，

　 　 M ．，　Yoshida，　T ．，　Ogasawara，　H ．，　Fuzimoto，　M ．　and

　　Asada ，　N ．： Relationship 　between　pollen　counts 　 of

　　Cryptomeria　J
’
aponica 　and 　Cupressaceae　and 　the　se −

　　 verity 　of 　allergic 　symptoms ．　Jpn．　J．　Allergol．50，133

　 　 −142　（2001）．

面 　鼻 ア レル ギ
ー
診療 ガ イ ドラ イ ン 作成委員会 ： 鼻ア

　 　 レル ギー診療 ガ イ ドラ イ ン ，改 訂 第 4版，ラ イ フ

　　 サ イエ ン ス 。メ デ ィ カ 　東 京 （2002）．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


